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中島敦の朝鮮認識
－「巡査のいる風景 1」（1929）を手掛かりとして－
陳　　　佳　敏
はじめに
中島敦が、出世に向けて文筆活動を開始したの
は昭和 10 年代という戦争の突入期から戦争期に
入った時代である。それは日本が台湾領有、日韓
併合、満州事変、満州国独立を経て日中戦争、太
平洋戦争まで走らせた時代であり、政治上鋭い弾
圧、言論統制が強いられ、国民の多くが国粋主
義の風潮に乗るという価値観錯乱の時代 2 であっ
た。文壇においても戦争に協力し、また賛美、美
化する戦争文学、国策文学が求められていた。高
圧的になった文化統制の下で、公然と戦争を反対
する行動はまさに不可能かつ無意味になる一方、
統制に屈服し、自らの道義観に背馳するまで転向
した文学者は数多く現れた。そして火野葦平『麦
と兵隊』（1938）、上田広『黄塵』（1938）、棟田博『分
隊長の手記』（1939-1940）などのような時局に追
随する作品さえ発表すれば、瞬く間に評判になり、
著名な作家になることが可能であった 3。
このような時代において、中島敦は上述のよう
な当時活躍していた文学者とは違い、日本の軍国
主義や植民地主義や大東亜共栄圏の構想に迎合す
るような行動は一切取らず、短い生涯の最晩年に
「李陵」（1942）「名人伝」（1942）「弟子」（1942）
など中国の古典・史実に題材を求め、全く時代を
感じさせない珠玉の名作群を残したのである。こ
れらの作品に物語っているのは、中国の紛乱の歴
史の中で彷徨したり、苦悩したり、また執着した
りする豊かな精神世界を持つ人間像であり、彼ら
の生々しい生と死であった。ようするに、晩年の
中島敦は、戦時下にも関わらず、古典の世界にお
いて、様々な人間の内なる世界、人間存在の有り
様を描き続けた。鷺只雄氏は中島敦の晩年の＜中
国もの＞について以下のように指摘している。
中島の抱懐する中核的な想念を今仮に大づか
みにして「生とは何か？人は運命といかに関わり
あい、どう生きるのか？」つまり＜人間の生のあ
りよう、乃至人間と運命の葛藤相剋＞というふ
うに要約してみると、実はそれをもっとも鮮烈に
原型的に提示しているのが中国古典にほかなら
ないのであり、今から二千年前のもっとも古代
的なものの中に、最も近代的なものを発見する
という逆説が成立したところに中島の中国物が
次々に描かれる必然性があったと考えられる 4。
氏は＜中国もの＞には中島敦の人間存在への考
えが典型的に描かれていると指摘したと同時に、
古典の世界に入ったのは彼の「中核的な想念」＝
人間認識と一致しているからだと述べている。俗
な言い方をすれば、彼の書きたい人間認識という
主題はちょうど中国古典にあったということであ
る。しかし問題は、中島敦の「人間の生のありよ
う、乃至人間と運命の葛藤相剋」という中核的な
想念を生み出したのは何だったのかについて議論
されていないことである。これこそ彼が晩年、古
典の世界に入る原因を解く鍵だと思われる。
当然、幼い頃から母性愛の欠如、父への反発や
継母との折り合いの悪さなど家庭内の複雑な人間
関係が彼の人間認識の基調を作ったことも考えられ
るが、現実世界において、徹底的に中島敦に人間を
観察するチャンスを与え、興味を掻いたて、また認
識させる場となったのは、他でもなく、植民地であっ
た。そしてその原点とも言える所に、＜朝鮮＞があっ
た。＜朝鮮＞こそ、作家中島敦を成立せしめたプロ
セスの原初段階において決定的な契機であった 5 と
李英哲氏が指摘しているように、植民地朝鮮体験
は中島敦文学に与えた影響が大きいと考える。
そこで、本稿では、朝鮮を舞台にした作品―「巡
査のいる風景―1923 年の一つのスケッチ」（『校友
会雑誌』第 332 号、1929、以下、「巡査のいる風景」）
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を手掛かりとして、朝鮮体験によって中島敦はどの
ような認識が形成されたかを浮き彫りにしたい。
Ⅰ . 中島敦と朝鮮体験
1. 離日前における中島敦の朝鮮認識
中島敦は朝鮮体験を通して、どのような認識を
生み出したのか。この問題を考えるためには、彼
の離日前の朝鮮認識は一体いかなるものだったの
かを理解する必要がある。　　　　　
中島敦は生まれた年が日韓併合直前の 1909 年
であり、初めて朝鮮に渡ったのが 1920 年であっ
たため、その朝鮮認識はほぼ 1910 年代のそれと
重なったといえる。周知のごとく、日清戦争以来、
日本は隣国朝鮮、清国に対していいイメージはな
かった。メデイアであろうが、従軍記者であろう
が、兵士であろうが、みんなそこの住居の不潔さ
と異臭を強調し、朝鮮人や清国人に対する蔑視と
偏見が強かった 6。その認識は 20 世紀に入っても
変わりはなく、却って日韓併合や中国東北侵略に
よって社会一般に広く流布するようになっていた
のである。例えば従軍文士与謝野鉄幹が渡韓見聞
録「観戦詩人」（1904）においてその朝鮮像を以
下のように描いている。
この国の賤しき者ども、人々の手荷物担はむ
と争ひ罵るさま、昔の歌に韓さへづりと云ひけ
む、げに詞も分き難しく、いと見苦し。海岸に
は日本憲兵あまに行きかひたり。この国の巡査
の三陵形の帽かぶりたるもまじれど、顔つき何
れも分別足らず、薄き顎髭など、今の世紀の人
種とも覚えざり。ましてこの国の民の立ち居長
閑なる服装して、三尺の煙管咬へありく打見は、
宛ら文人画の中の人なり 7。
ここにあるように、朝鮮人は「賤しき者」であ
り、「見苦し」いばかりでなく、「今の世紀の人種
とも覚えざ」るものとして存在する。それは彼ら
を人間として見るより、「文人画の中の人」、いわ
ゆる朝鮮における典型的な風景の一つとしてしか
見られていないのである。
また、2 度も朝鮮を旅行した高浜虚子は小説『朝
鮮』（1911）の冒頭部には「愈々船が釜山に着い
た時、余は妻と共に甲板に出て見て驚いた。桟橋
を見下ろすと其処をぞろぞろと歩いている背の高
い白衣の人は皆朝鮮人であった 8」とされている。
そして、1913 年に平壌を訪れた徳富蘆花も、『死
の蔭に』（1917）において、朝鮮人について以下
のように描写している。
霜枯れた野山の緑稀に、痩せた田はそれでも
熟して処々に白衣の農夫が収穫をやって居る。
霜の置く季節だけに、見た眼寒く、昼見ても亡
国の亡霊、葬にいる民を象徴したようで、衰颯
の気が山野に流れる 9。
ここにあるように、また【図 1】に見られるよ
うに、白衣姿は朝鮮人であるという根拠を与える
ものとして、そして民族的特徴として常套化され
たのである。
【図 1】白衣の姿を賑わう市場 10
さらに、後ほど上京する、朝鮮人日本語作家−
張赫宙は「僕の文学」（1933）では、日本における
朝鮮イメージについて次のように指摘している。
禿山の国、赭土の国、等と、朝鮮を見て行っ
た人達の紀行文を読むと、大抵そう書いている。
それは、つまり貧乏を意味し、廃頽を表現したこ
とになる。長い煙草を咥へて悠然と動いている朝
鮮の百姓を見てば、怠惰な民族と言ってしまふ 11。
このように、当時日本社会における朝鮮人像、
すなわち長煙管、白衣姿、怠惰、貧乏、廃頽など
のマイナス・イメージが長い間ステレオタイプ化
され、朝鮮を象徴するもの、いわゆる朝鮮表象と
して認識されてきたのである。それは勿論、1910
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年代の日本社会における朝鮮認識にも当てはまる。
一方、このような朝鮮像を作り出すことによっ
て、帝国日本が朝鮮における植民地統治の正当性
をアピールし、またあらゆる領域に浸透してきた
のである。一例を挙げると、下野新聞主催栃木県
実業家満韓観光団の『満韓観光団誌』においても、
その趣旨が読み取れる。
朝鮮は実に貧弱国で、日に日に自滅に近づき
つつある。住民は農を主とする人口約 1 千万、
体力は強いが誠に憐れなもので、おそらくは商
工業上に就いて物産なきには諸君も失望される
ことと信ずる。これ今日の疲弊を来した原因で
ある。（中略）
人民は貯蓄心なく儲ければ即ち田地を買ひ。
位階を買ふのを最上の希望としている。近年日
本の保護を受け、生命財産の安固を得たれば是
より貯蓄心もできるようになるでありませう 12。
つまり、「貧弱国」で、「自滅に近づきつつある」
朝鮮が、日本の保護を受け始めることで初めて、
進歩していく様子が漸く見られるようになったと
説明している。このように、日本国民が無意識中
に「日本＝植民地 / 朝鮮＝被植民地」、「日本＝強
/ 朝鮮＝弱」、「日本＝善 / 朝鮮＝悪」という固定
とした図式を受け入れたのである。
中島敦もその影響を受けないとは言い難い。た
だ当時まだ小学生だった彼は社会との関わりをど
れほど持っていたか疑問が残る。彼にとって、＜
朝鮮＞を最も身近に感じさせたのは学校教育、さ
らに言えば、歴史教科書であった。
戦前の歴史教科書が何回も変遷された 13 が、時
期的に推算すると、中島敦が使用したのは国定期
（1904-1945）第 2 期教科書『尋常小学日本歴史』
（巻 1 は 1909 年、巻 2 は 1910 年）であった。こ
れが編纂された時期は、日露戦争を機に日本が朝
鮮の外交権・内政権を奪っていた時期であり、朝
鮮記述も「日韓併合」へと至る植民地化政策に合
わせて、その歴史的必然性が強調されていった 14。
つまり朝鮮に対する侵略・支配を正当化するために、
「三韓征伐」という虚構の歴史を粉飾されたり、天
皇と日本国家の優越性、いわゆる「皇威」を強調
した書き方になったりしたのである 15。
このように幼い頃の中島敦の頭には朝鮮人に対
する単一かつ固定した認識と、植民者としての優
越感が植えつけられたのである。そしてこのよう
な人間認識を持って少年時代の中島敦は現実の中
の朝鮮に出会ったのである。朝鮮は彼にとってい
かなる場であったのか、以下、簡単に彼の朝鮮体
験について見てみる。
2. 中島敦の朝鮮体験
1920 年、父の転勤（龍山中学校）に伴い、中
島敦は京城の龍山小学校に転入し、朝鮮体験が始
まった。彼は 1926 年高校（東京第一高等学校）
に入るまでに、いわゆる思春期の一番感受性の豊
かな時期を日本植民地支配下の朝鮮という異民族
の環境の中で 5 年半を過ごした。その頃の朝鮮は
3.1 独立運動を機に、その植民地政策が「武断政治」
から「文化政治」に移り変った 16。日本政府が「差
別廃止」という意味合いで、朝鮮人も日本人と同
じく帝国の臣民として平等に扱い、「一視同仁」
であると宣言したのである。この政策によって、
前の暴力的な統治と比べて、全く安定していると
は言えないが、ある程度の緩和が見えた。しかし、
実際には「文化政治」になっても、実質的な差別
待遇や文化活動における統制がほとんど変わらな
い状況であって、同化主義の論理に基づく統制が
まさに強化されたとも言える。それは中島敦が実
際に体験した二分化した都市空間から、政策に裏
切られる露骨な民族差別の一面に見られる。
中島一家最初の居住地は龍山地区の漢江通り 6
番地であった。ここは「南村」と言われる日本人
街であり、朝鮮にいながらも全く朝鮮を感じさせ
ない日本式の空間であった。家に雇った朝鮮人少
女を「キチベエ」、「カンナニ」と呼んだりしたこ
とから、ここは中島敦の植民者としての優越感を
実感させる場とも言える。
そして 1 年半後、彼は小学校を卒業して京城中
学校（現ソウル高等学校）に入ることになる。中
学校が西大門駅北側の慶煕宮の敷地に位置してい
るため、北村の朝鮮人街に置かれたのである。よ
うするに中島敦は日本人空間から朝鮮人空間へと
足を踏み入れたのである。この二つの空間の様子
は新聞記者によって記録されたのである。
本町は京城市街地の隅にあるが、なぜかその
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ように活気が充溢し和気が充満する。前後左右
の家はすべて二、三階建てでぎっしり並び、鍾
路のように低い家はない。暴走する物質文化や
色とりどりの人々、その華麗燦爛とした様子は
記者の目を驚かせた。反面、鍾路は真ん中に位
置していても、総じて朝鮮旧式の家屋で、大き
な人が立てば天井に当たってしまうほどであ
り、その姿も陳腐で凋落している 17。
すなわち既に近代化された日本人街とは違い、
朝鮮人街は依然として青臭く不潔で、貧民、乞食、
流浪の民が蠢く貧民窟だらけの場所であった。
その頃の中島敦についての情報がほとんど残さ
れていない状態であったが、わずかでも「学校
の裏山に登り、さらに城壁を乗り越えて外に出
た 18」という同級生の回想や自伝小説と言われる
「プールの傍で」などから、彼は学校の中だけで
はなく、その周辺の支那料理屋、植民地の新開地
じみた場末、朝鮮人の夜店、暗い路地裏にある朝
鮮人の遊廓など様々な所に足を運んだことがわか
る。さらに彼は京城中学校に通った時に、毎日約
1 時間電車に乗りこの二つの異空間を往来してい
た。まさにこの電車の中こそ、植民者と被植民者
の構図を最も鮮明に映し出す場であり、正反対な
世界を発見させる場であったといえる。
つまり、日本人空間、そして朝鮮人空間という
移動の中から、少年の中島敦は日常生活の中にお
いて接触した人々が、日本人だけでなく、朝鮮人
でもあったことが読み取れる。彼は実に朝鮮人の
裏の空間に入り、彼らの生活の過酷、不合理な現
実を目の当たりにしたと想像できる。この体験こ
そ、これまで中島敦の単一とした朝鮮認識を逆転
させる契機を作ったのではなかろうか。
それでは、中島敦は一体朝鮮体験を通してどの
ような認識が形成されたのかについて、「巡査の
いる風景」から探ってみる。なお、本稿におけ
るテキストの引用は、『中島敦全集』（筑摩書房、
2012）によった。
Ⅱ .「巡査のいる風景」
1.1920 年代の日本における朝鮮表象と「巡査の
いる風景」
「巡査のいる風景」は 1929 年 6 月に、一高の『校
友会雑誌』第 332 号に掲載された。この時期には
かなり多くの朝鮮地誌や観光案内、旅行記、紀行
文、移住案内などの「旅行案内」や文学作品が掲
載され、刊行された。日韓併合以後、日本「内地」
の人々は、日本の一部となった朝鮮、いわゆる「新
内地」への関心が高まった。鉄道の発達とともに、
また大正期から始まった「旅行案内」刊行ブーム
に乗って、朝鮮や満州、台湾など植民地を紹介す
る「旅行案内」が本格的に刊行されるようになる。
そして「日鮮満」ルートの開通によって 1920 年
から 1930 年代にかけて次第に一般化していった
19。この時期の出版状況を見ると、地誌や紀行に
関する書物の出版は 1918 年に 446 件だったもの
が、1926 年になると、1180 件に上昇し、社会や
歴史書の出版件数を上回っている 20。
また大正期から昭和初期にかけて実際多くの文
学者や知識人達が朝鮮を旅行し、そしてそれに
基づいて数多くの紀行文、旅行記、見聞記や小説
などが載せられている。谷崎潤一郎「朝鮮雑感」
（1919）、大町桂月「朝鮮遊記」（1919）、喜田貞吉
「庚鮮満旅行日誌」（1921）、田山花袋「満鮮の行楽」
（1923）、若山牧水「朝鮮紀行」（1927）などがそれ
である。これらの旅行案内や紀行文などのメディア
を通して読者が朝鮮というイメージを作っていく。
実際に「旅行案内」を記述する側が朝鮮総督府、
鉄道院、朝鮮拓殖資料調査会、朝鮮研究会など、
殆ど朝鮮において帝国日本を代表する立場の機関
である 21 ため、「旅行案内」の内容は帝国日本の
保護によって発展を遂げた観光地、いわゆる日本
化されていく朝鮮及びその文化や風習が紹介され
ている。朝鮮総督府が 1923 年に刊行した『朝鮮
鉄道旅行便覧』において、郡山線の紹介にあたり、
嘗て小漁村だったものが、「明治三十年開港以来
年々膨張して 22」いくようになった。また京釜線
にある大田はもともと「一草生地」であったが、「十
数年間の建設」によって「驚くべき進展」を遂げ、
現在では、「新開地だけにすべての施設が純日本
式 23」になるようになったと記述されている。
しかしその一方、朝鮮本来の伝統文化の無価値
や朝鮮人を見下す描写も見られる。例えば、同『便
覧』には、朝鮮人やその民族性について「朝鮮人
程万事に従順なる民族は少ななかるべし 24」とさ
れている。また、朝鮮人には「恬淡晏如」たる性
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質があり、それは彼らの「失敗しても諦めがよい。
その分に安じ貧乏しても損しても苦にせない 25」
所にあるとされている。そして 1915 年に出版さ
れる『最近京城案内』には、朝鮮の伝統的な民謡
であるアリランに対して、このような歌は「聾唖
の民族を製造し卑屈極まる無気力極まる思想を鼓
吹せし俗歌」と断定している 26。
このように、これらの「旅行案内」は日本にお
ける植民地統治の正当性を保持する役割を果たす
ものとして、また「劣ったアジアに対する優れた
日本」を強調する 27 ものとして、内地の人々に
認識させたのである。そしてこのような「旅行案
内」の特質が一般的な思考様式として、当時の旅
行記や文学作品を通して繰り返されている。
つまり、中島敦が「巡査のいる風景」を発表し
たのは、こうした植民地を観光地と目する風潮の
最中であった。
では、「巡査のいる風景」はどうか。
この作品には発展を遂げつつある観光地として
の朝鮮は一切書かれていない。そこにあるのは臭
味と汚さに囲まれた刺激的な画面であり、植民地
の悲惨な現実であった。例えば、以下のような描
写が作品の所々に配置されている。
甃石には凍った猫の死骸が牡蠣のようにへば
りついた。（中略）
支那人の阿片と蒜の匂い、朝鮮人の安煙草と
唐辛子の交ったにおい、南京虫やしらみのつぶ
れたにおい、街上に捨てられた豚の臓腑と猫の
生皮のにおい、それ等がその臭気を保ったま
ま、此のあたりに凍りついて了って居る様に見
えた。（中略）
傍には捨てられた魚の鰓が赤く崩れ、日蔭の
雪溜りの上には生々しい豚の頭が噛り散らされ
て居た。屋内では人々は、溝から上る瓦斯の様
な韮と、蒜で腐った空気を彼等の不健全な肺臓
に呼吸して、辛うじて生きて居た。（324-339 頁）
このような凄惨な街並みだけが生々しく描かれ
るのは、当時、この作品以外には見当たらないと
いっていい 28。では、このような悲惨な現状を背
景とした空間において、何が描かれたのか。次に
物語の内容に移していく。
この作品は全 5 章の構成であり、場所は 1923
年の冬の朝鮮京城である。主人公は朝鮮人巡査の
趙教英である。彼は被植民地人でありながら、日
本の植民地支配の最末端に繋がる手先となってい
る複雑な人物である。家族を養う為にやらなけれ
ばならない巡査の仕事とこの仕事から見かけた
様々な植民地の現実から疑問と矛盾を感じている
彼は、失業を契機に覚醒していく。物語は趙教英
ともう一人の主人公、関東大震災で夫を亡くした
朝鮮人売春婦金東蓮という二人の眼を通して叙述
され、章ごとに交差的に進められていく。作品に
は趙教英と金東蓮のほかにも、学生、府会議員、
独立運動者、チゲ 29 の群れ、日本人の紳士、女など、
さまざまな地位、年齢、職業、人種の人間像が登
場している。
前述した通り、この作品は世間に流布する文芸
雑誌ではなくて、『校友会雑誌』という一高の同
人誌、いわゆる相対的に狭い枠組みの中にあるの
で、同時代においては殆ど注目されていなかった。
脚光を浴びるのはすでに戦後のことであった。
先行論では当時朝鮮を舞台とする小説、朝鮮人
を主人公とする小説は、極めて少ない 30 中で、生々
しく悲惨な植民地の現実を描き得 31、さらにその
現実が支配者からではなく、被支配者である朝鮮
人の目を通して描いたという点が重要な評価の軸
となっている。しかし、鷺只雄氏は植民地におけ
る被支配者の視点を高く評価する一方、以下のよ
うに指摘している。
中島にとって折柄のプロレタリア文学全盛の
中で、被植民者の視点からその実態をこの作品
のようなかたちで告発することは容易であり、
当然であった。しかし重要な事は、中島にとっ
てこの視点・立場は人間認識の根源に位置する
ものであるゆえに、一時的な盛行、時好性に投
ずる軽薄さとは無縁であった 32。
つまり、この作品に見られる人間認識の根源を
追求する点が一番肝心なところだというのであ
る。ただこの場合の「人間認識」は氏が「被植民
者」、いわゆる主人公である巡査の趙教英と娼婦
の金東蓮にのみ当てはめ、彼らを通して支配と被
支配に分けられる「植民者と被植民者の間の不合
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理」、そして「存在の不条理性」を見出そうとす
る意図が続きの氏の分析から読み取れる。勿論主
人公の眼差しから「不条理な人間関係」が読み取
れるのは間違いない。しかし、主人公によって相
対化された様々な人間の存在はいかなるものだっ
たのか、という点については考慮されていない。
しかも、それを「不条理」という認識だけで片付
けるのがいいのかについても改めて検討する必要
があるのではないか。
すなわち、中島敦の人間認識を徹底的に探るた
めに、本稿では、趙教英と金東蓮の人物分析はも
ちろん、彼らによって相対化された人間の姿にも
光を当てたい。それでは、以下に植民地にいる様々
な人間像を取り出してみる。
2. 宗主国人としての日本人像
まずここでは、植民地下に生きる宗主国人であ
る日本人はどんな姿で趙教英の目を通して映し出
されたのかについて見てみる。主に 4 つの人間像
が見られる。
①傲然な学生
これは趙教英が毎度電車に乗る時に思い出す場
面である。ある夏の朝、朝鮮人運転手が運転台側
に立っていた日本人中学生に対して、「邪魔にな
るから奥に入ってくれ」と注意を払ったが、その
中学生は同じく運転台に立っている趙教英に指差
して「その人を中に入れないなら、俺も嫌だよ。」
と「傲然」とした態度をとった。前述したように、
朝鮮人に対して、日本人一般は支配者としての優
越感を持っているため、この中学生のような傲然
とした感情は当時の在朝日本人の普遍的なものだ
と言っていいだろう。いわゆる彼は相手を見下し、
日本人としての誇りを自然に持っている人間とし
て描かれている。
②粗末な姿をした無知な女
そして、①の中学生の場面を思い出しつつ、電
車に乗っている趙教英は続けて次のような場面を
見かける。一人の「粗末な姿をした」日本の女に、
「白い朝鮮服をつけた」学生らしい青年が抗議す
る場面である。
――折角、親切に腰かけなさい、いうてやっ
たのに。――と女は不平そうに言って居るのだ。
――併し、何だヨボとは。ヨボとは一体何だ、
―― 
――だから、ヨボさんいうてるやないか、 
――どっちでも同じことだ。ヨボなんて、 
――ヨボなんていやへん。ヨボさんというた
んや、 
女には何も分らないのだ。そして怪げんそん
な顔付をして、他の人達の諒解を得ようとする
かの様にあたりを見まわして、 
――ヨボさん、席があいてるから、かけなさ
いて、親切にいうてやったのに何をおこってん
のや 33。
朝鮮で「ヨボ」という言葉は、夫婦間（「あなた」
の意味）、もしくは親しいものの間でのみ用いら
れた朝鮮語の二人称の称呼だが、政治による支配、
被支配の関係で言葉本来の意味の自立を奪ってし
まったのである 34。植民地時代に「ヨボ」という
言葉は、日本人が朝鮮人に対する侮蔑の意味を含
んだ差別語になってしまう。そして「ヨボ」に「さ
ん」を付ける場合は一応敬語であるものの、同時
に蔑称でもあるという矛盾を孕んでいた 35。この
女は親切に席を譲っているので、決して相手を軽
蔑する意味はなく、何気なく使い、また「さん」
と付けることで大丈夫だと信じている。しかし、
被支配者側に対して「ヨボ」と聞くだけで、どれ
だけ敏感なものであったか、どれだけ侮辱感と傷
を与えたか、無知な女は知る由もない。
事実「ヨボさん」という呼び方は当時子供や女
性によく使われていた 36。ある資料では、これに
ついて以下のように説明している。
電車内で「ヨボさん降ろしください。ちょっ
と待ってください」というのを屡々聞く、来訪
客の前でも、「ヨボのお客さんが入らしった。」
という家庭さえある 37。
特に電車の中でよくあることで、中島敦も京城
体験の際、電車に乗って中学校と居住地を往来す
る際、類似した情景を見かけたことも想像に難く
ない。また、もう一つの事例を挙げよう。
京城市内の電車に、内地の奥さんが子供を連
れて乗ってきて、電車の中で子供が帽子を落と
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したのである。すると乗り合いした朝鮮の紳士
がそれをとって、親切にも子供に被らしてくれ
たので、その奥さんが子供にむかい、「御前、
ヨボさんにお礼を申しなさい。」と言った 38。
このように、彼らは植民地支配そのもの、また
朝鮮人のことを理解していない、理解しようとも
しない。中島敦は女の無知と鈍感を描くことと同
時に、彼女を通して、宗主国人としての日本人の
醜さも描き出したのである。
③汚いなりをした小僧
作中において、もう一つ、日本人が朝鮮人に対し
て「ヨボ」と呼ぶ場面がある。ある府会議員の選
挙演説の途中で、「二十にもならない汚いなりをし
た」小僧はたった一人の朝鮮人候補に向かって「黙
れ、ヨボの癖に。」と怒鳴った。極めて低い社会
地位にある汚い小僧は植民地支配によって、彼と
候補との社会地位を逆転させ、怒鳴ることができ
たのである。彼は②の女のような無知から呼びか
けただけではなく、①の学生のような傲慢さを見せ
るだけでもなく、朝鮮人に対して、「ヨボ」を侮辱
語として、意識的に差別と蔑視を行ったのである。
④紳士
最後にもう一種類、日本人の紳士も登場してい
る。「猟虎の襟の外套を付けた」、「高官かもしれ
ない」立派なこの紳士は「ちょっとお尋ねいたし
ますが」（329 頁）と頭を下げて、非常に丁寧な
言葉で趙教英に、ある総督府の高官の住居を尋ね
たのだ。その紳士はいわゆる川村湊氏が指摘して
いる植民地朝鮮にいる「良い日本人」に他ならな
い。朝鮮人を差別することなく、彼らと人間的な
交わりを持とうとする。民族の隔たりを無くし
て、貧しき者、弱き者への同情を隠そうとはしな
い 39。いわゆるその紳士は文明人としての姿、善
意的な日本人の代表と見ることができるだろう。
ただ、このような親切で、良心を持つヒューマニ
ズム的な「良い日本人」について、それが本当に「良
い日本人」であるか、あるいは支配された植民地
朝鮮において本当に存在しうるのか、ということを
中島敦は、後の＜朝鮮もの＞である「プールの傍で」
で、日本人によって鉄拳「制裁」される「良い日本人」
の話を通して、問いかけていたのである。
以上、朝鮮人巡査趙教英の目を通して見た日本
人の姿を分析してきた。それは朝鮮人に対して傲慢
だったり、差別したり、無知で鈍感だったり、ヒュー
マニステイックだったりした。つまり、同じく在朝日
本人であっても、実は様々な種類の人間が存在した。
そして彼らは「支配者として支配された植民地朝鮮
に生きている」という現実（事実）に対して多様な
認識と対応の仕方を見せてくれたのである。
それでは、被植民者としての朝鮮人像はどのよ
うに描かれたのか。彼らはもちろん上述した日本
人の対立面に置かれた存在である。が、それだけ
ではなく、朝鮮人と朝鮮人も相対化された立場に
立たされることがある。以下に各々の朝鮮人像に
ついて考察してみたい。
3. 被植民者としての朝鮮人像
作品において、6 つのタイプの人間像がまとめ
られる。
⑤「白い朝鮮服をつけた」青年
②の無知な女に「ヨボさん」と呼びかけられた青
年のことである。この青年は女に対して、「なんだ
ヨボとは、ヨボとは一体なんだ」と抗議したのであ
る。「ヨボ」に「さん」付けして言われたが、受け
取る方の青年にとって、さほど違いはなく、まさに
堪え難い侮辱感を感じたのだろう。焦燥する民族
と、どうであれ、統治する優越にある民族の相克
は隠語において敏感である 40。勿論その抗議は無
力であった。青年は結局諦めるしかできなかった。
車内には所々失笑の声が起こった。青年はも
う諦めて了って、黙って此の無智な女を睨みつ
けた。教英はまたしても憂鬱になって行った。
何故この青年はあんな論争をするのだ。この穏
健な抗議者は何故自分が他人であることをそん
なに光栄に思うのだ。何故自分が自分であるこ
とを恥じねばならないのだ。（327 頁）
朝鮮の地にいながら、朝鮮人であることを恥じ
ねばならず、自分を認められず、あえて日本人で
あることを光栄に思い、日本人として認めてもら
いたいという屈折した感情が描かれている。
「文化政治」「一視同仁」という「同化政策」
の政治体制の下において、これは当時普遍的な朝
鮮人の姿だと推測できる。
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⑥府会議員の選挙演説に出馬した朝鮮人候補
そしてこの青年とは違って、府会議員の候補が
小僧に「ヨボ」と怒鳴られた後、以下のように一
段と声を高くして叫んだのだ。
私は今、頗る遺憾な言葉を聞きました。しか
しながら、私は私たちもまた光栄ある日本人で
あることをあくまで信じているものでありま
す。（327 頁）
日本語が「巧み」で、「内地人の間にも相当人
望のある」この候補は自分が「光栄ある日本人で
ある」と主張し、⑤の青年のような屈折した感情
もなく、自らの民族的アイデンティティーをなく
そうとした。いわゆる民族精神とプライドをなく
した人格喪失な親日派としてみることができるだ
ろう。彼は日本の同化政策に迎合することにとど
まらず、すでに内面化した存在として現れる。
⑦民族の自由と独立のために戦う青年
彼は⑥の府会議員の候補と正反対に立つ姿とし
て表される。その日、朝鮮総督が東京から帰るの
で、趙教英らの警官は厳重に警戒していた。そし
て、総督が降車口から現れ、すぐに用意した自動
車に乗り込んだ。するとその時だった。突然群衆
の中から「白衣にハンチング」を着けた男が踊り
だしてピストルを持って車に向かって引き金を 2
回も引いたが、失敗に終わった。
この事件について一般的には 1919 年 9 月 2 日
の斎藤実総督襲撃未遂事件 41 をモデルとしてい
ると見なされている。そして三浦穗高氏がこのよ
うな指摘が不十分であるとして、さらにその奥に、
1909 年の伊藤博文暗殺事件も置かれている 42 と
指摘している。いずれにしてもその犯人像が朝鮮
独立のために命をかけて闘う英雄の姿として造形
された。
ところで、作中に見られる独立運動者の姿はこれ
で終わるわけではない。暗殺に失敗した彼は瞬く間
に趙教英らの巡査に逮捕された。その逮捕された場
面における幾つかの笑いの表情に注目してみたい。
凶漢は二十四五の痩形の青年だった。彼もピ
ストルを握りしめたまま血走った眼でしばらく
警官の方を睨んでいた。が突然帽子をとって敷
石に力一杯叩きつけて、カラカラと自棄的に笑
い出すと、いきなり手にした武器を群衆の中で
放り投げた。（中略）彼は少しも抵抗しなかっ
た。青ざめて幾分小刻みに震える口許に蔑むよ
うな微笑を浮かべて彼は警官たちを見た。青白
い額には乱れた髪が長く垂れ下がっていた。眼
にはもう周章の昂奮の跡が消えて、絶望した落
ち着きと憐憫の嘲笑とが浮かんでいるだけだっ
た。（335-336 頁）（本稿において傍線はすべて
筆者によるものである。）
これは斎藤実総督襲撃未遂事件の犯人像にも、
伊藤博文暗殺事件の犯人像にも見られない、「巡
査のいる風景」において独自に青年に付与された
ものである。
カラカラと自棄的な笑い、蔑むような微笑、憐
憫の嘲笑という描写は何を意味するだろうか。笑
いの急変は心の複雑さを表しているのではないか
と考えられる。「カラカラと自棄的の笑い」は暗
殺行動の失敗に対する絶望と無力感を意味するも
のであれば、「蔑むような微笑」、「憐憫の嘲笑」
は彼を捕まえた巡査に向けたものに他ならない。
朝鮮独立のために行動した朝鮮人青年が、結局
同じ朝鮮人に捕らわれたという逆説には、植民地
朝鮮の悲惨な現実が歴然と描き出された。しかし、
それより重要なのは、青年の「蔑み」でも「憐憫」
でもあるような笑いの下で隠れている心の複雑さ
であり、人間存在の情けなさである。
⑧現実に絶望した売春婦金東蓮
そして、⑦の独立運動者と同じく、同民族の朝
鮮人巡査に逮捕された金東蓮のエピソードも描か
れている。
金東蓮は元々夫を亡くした現実に従順する売春
婦である。最下層に置かれながら、現実に何の痛
みもなく被植民地人としての生活を受け入れてい
る。夫が東京に商売に出かけたが、ちょうど関東
大震災が発生し、地震にやられたと金東蓮は思い
込んだ。ところで彼女は一人の客から、地震では
なく、朝鮮人虐殺事件で殺されたということを知
らされた。
朝鮮人虐殺事件が起こった 1923 年には、中島
敦がまだ朝鮮に滞在していた。当時朝鮮総督府の
刑務局長であった丸山鶴吉は、震災が起きた当時
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の在朝日本人の反応について以下のように述べて
いる。
朝鮮人が水道に毒薬を投じたとか、或は密か
に武装して蜂起の計画があるとかの流言が飛
び、為めに内地同様の自警団を組織し、釜山に
おいてすら日本刀を携えて水源地を守る者さえ
あるに至った 43。
虐殺事件は日本で起き、虐殺をもたらしたのも日
本人なのだが、朝鮮人に抱いた警戒心は在朝日本
人においても例外ではなかった 44。この在朝日本人
の反応から、被支配者側に対して、支配者側の感
情は単に優越感や差別感のみではなかったことを
雄弁に物語っている。そして中島敦は虐殺の事実
を知ったのは帰国以後であると推測されている。
金東蓮の話に戻るが、このように客によって事
実を知らせた彼女は夜明けの鋪道を狂おしく駆け
回り、そして通りすがりの人に呼びかけた。
――みんな知ってるかい？地震の時のことを。
彼女は大声をあげて昨晩きいた話を人々に聞
かせるのであった。彼女の髪は乱れ、眼は血走
り、それにこの寒さに寝衣一枚だった。通行人
はその姿に呆れかえって彼女の周りに集まって
きた。
――それでね、奴らはみんなで、それを隠し
ているんだよ。ほんとうに奴らは。
到頭、巡査が来て彼女を捕まえた。
――オイ、静かにせんか、静かに。
彼女はその巡査に武者振りつくと、急に悲し
さがこみ上げてきて、涙をポロポロ落としなが
ら叫んだ。
――なんだ、お前だって、同じ朝鮮人のくせ
に、お前だって・・・・・・
彼女が刑務所に行ってしまってからも、S 門
外の横町では、相変わらず真っ黒な生活が腐っ
た状態のまま続けられていった。
寒いというより、痛かった。（338-339 頁）
生きること自体に精一杯だった彼女は植民地支
配その現実に対して無力というより、関心を寄せ
る余裕さえもなかった。しかし、自分の夫を日本
人に虐殺されたということを知った時、彼女はよ
うやく狂おしくなり、目覚め、反抗するようにな
る。その悲惨な事実をより多くの朝鮮人に知らせ
ようとしたが、周りはただ彼女の姿に呆れるだけ
であった。
そして到底、朝鮮人巡査に阻まれたのだ。「同
じ朝鮮人のくせに」と叫んだ彼女にはどれだけの
悲しみ、どれだけの無力感があるだろう。しかし、
その反抗は何の役にも立たなかった。刑務所に
行った後も、すべてが変わらなかった。彼女は相
変わらず真っ黒で腐った生活を続けるが、変わっ
たのは心に消せない痛みのみだった。
最初の狂おしさから、また悲しみ、さらに痛み
という屈折した心情の変化には、金東蓮の、植民
地支配の野蛮さに気づいても何も変えられない絶
望があった。
⑨現実に従順する貧しい朝鮮人
金東蓮のような植民地統治の現実を発見する人
間も存在するが、そうでない、現実にある一切の
矛盾と苦悩の根源などに目向きもしない、する余
裕もない、現実に従順する人間が数多くある。「巡
査のいる風景」には、このような人間像をスケッ
チしている。幾つか例を挙げよう。
赤黒くカチカチに固くなった乳房を汚れたツ
ルマキの上から出した女が一人、その前に立っ
て湯気を吹きながら真赤に唐辛子をかけた饂飩
を啜って居た。（中略）
毎朝、数人の行き倒れが南大門の下に見出さ
れた。彼等のある者は手を伸ばして門壁の枯れ
切った鳶の蔓を浮かんだまま死んで居た。ある
者は紫色の斑点のついた顔をあおむけて、眠そ
うに倒れていた。（中略）
其のチゲは脂だらけの眼を眠そうに一寸開け
たかと思うと、直ぐに又閉じて了った。うるさ
そうに痩せた手を動かして、教英の手を払いの
けて一つ寝がえりを打つと、白い田虫に囲まれ
た其の口から長い煙管がコトンと鋪道に落ち
た。（324-342 頁）
その他にも、肺病やみの売卜者、膝から折れた
いざりの乞食、腕を巻くって注射する金東蓮の友
達福美などが登場する。彼らはいずれも貧しくて、
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暗い闇の中に希望のない生活をしていたことが窺
える。そしてこれも生きる屍のように現実に感情
を持たず、生きるにも無力的である当時朝鮮社会
に普遍な存在として現れてくる。
中島敦は趙教英の目を通して、植民地支配下で
暗くて惨めな朝鮮、また苦しく生きる朝鮮人の姿
を避けることなく、生々しく描き出そうとしてい
る。それも作者自身のヒューマニズムの性格によ
るものではないかと思われる。
⑩現実の矛盾と葛藤から目覚めていく巡査趙教英
最後に、上述した傲然な学生、無知な女、府会
議員の候補、独立運動者、乞食など様々な人間と
出来事を見聞する人物−朝鮮人巡査趙教英に注目
する。
朝鮮人巡査はいったいどのような存在であった
のか。それは朝鮮人でありながら、支配者日本の
体制側に属して統治に加担している、いわゆる植
民地の内部矛盾を象徴する存在 45 である。そし
てもう一つ、植民地側の言説から見れば、その存
在は平等を象徴するものにほかならない。朝鮮総
督府の『施政二十五年史』の中には、朝鮮人巡査
の登場について以下のように記されている。
大正八年八月十九日総督府官制の改革に際し
総督府に警察局を置き全道警察・衛生事務監督
の衝に当らしめ、（略）同時に警部の下に新た
に警部補を設け、従来朝鮮人に限り任命した巡
査補を廃して、内鮮人共一律に巡査として差別
撤廃の意を明らかにした 46。
このように、「差別撤廃」の意で朝鮮人巡査を
生み出したことは、朝鮮人も日本人と同じく平等
に扱われるということを意味する。しかし、実際
は給料も日本人の半分程度で、その任免権は各道
知事や各警察署長にもあったので、職の保障はあ
まりされていなかった 47。これは物語の最後で一
方的に免職される趙教英の例に示されるように、
平等という建前の下で、実質的には依然として差
別的であるということがわかる。要するに、朝鮮
人巡査という人間像自体は様々な矛盾を孕んでい
るのである。
趙教英もこの中の一人である。彼のような朝鮮
人巡査は実は数多く存在していた。1923 年頃の
統計によると、朝鮮人警官は全警官の 40％を占
めていた 48。彼等の普段の仕事について、浅野豊
美氏は以下のように述べている。
住民全員の顔を覚えることを任務の目標とし
ていた。警官はあくまでことなく民衆の日常生
活に眼を光らせ、怠りなく監視を続ける存在と
して、民衆から好感を持って迎えられるどころ
か、時として非常に恐怖の存在となった 49。
つまり、植民地支配末端にいる巡査こそ一般の
朝鮮人と密接な接触が出来る、また民族の葛藤が
最も体験出来る職業であると言ってよいだろう。
彼は巡査という仕事を通して、上述した人物によ
る民族間の相克や自民族間の対立を見かけ、そし
てそれによって不愉快さ、憂鬱さ、さらに圧迫感
を感じるようになり、その内面世界の葛藤も深
まっていく。以下の引用はその屈折した心情を端
的に示している。
事実彼の気持は近頃「何か忘れ物をした時に
人が感じる」あの何処となく落ちつかない状態
にあった。果されない義務の圧迫感がいつも頭
の何処かに重苦しく巣くって居るといった感じ
でもあった。併しその重苦しい圧力が何処から
来るかということに就いては、彼はそれを尋ね
ようとはしなかった。いや、それが恐かったの
だ。自分で自分を目覚ますことが恐ろしいのだ。
自分で自分を刺激することがこわかったのだ。
では、何故怖いのだ？　何故だ？
その答として、彼は青白い顔をした彼の妻子
を挙げる。彼が自分の職業を失ったとしたら彼
等はどうなるのだ、併し「なるほど、それには
違いない。だが、そればかりなのか。恐怖の原
因はそれだけなのか？」と聞かれたとしたら
……。（328 頁）
ここにあるように、趙教英の鋭い自問から内心
の葛藤が窺える。彼は支配と被支配の狭間で揺れ
動き、認識と現実の中で悩み、苦しんでいる人物
である。家族のために続ける巡査という職業に従
事すればするほど朝鮮民族としてのプライドが深く
感じられ、「果たさない義務の圧迫感」に重苦しく
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巣くわれる。いわゆる自分を自分として生きていな
い不安と抑圧感を彼に押し寄せたのである。
しかし、このような自我矛盾に苦しめられた彼は、
その苦悩の根源にあるものに触れようとはしない。
怖くて触れることができかなった。彼の内面世界
はどんなに闘っても苦しくても現実には何の行動も
出さず、自覚することができない。
そして、この重苦しい圧迫感は⑦の朝鮮総督暗
殺事件の青年を捕まえたことによって最大化を迎
える。
彼の腕を捕まえていた趙教英はとてもその目
付きに堪えられなかった。その犯人の目は明ら
かにものを言っているのだ。教英は日頃感じて
いる、あの圧迫感が 20 倍もの重みで、自分を
押し付けるのを感じた。
捕われたものは誰だ。
捕まえたものは誰だ。（336 頁）
朝鮮民族の為に積極的に日本の植民地支配に抗
議し、命を落とすまで朝鮮を守ろうとしたこの朝
鮮人青年を捕まえた趙教英は、巡査の職務を果た
したと同時に、民族の裏切り者にもなった。愛国
者と裏切り者というはっきりとした比較の中で趙
教英は耐えられなかったのであろう。
ところで、今まで様々な人間像と事件に遭遇
し、その差別と不合理を見てきた趙教英は作品の
最後に覚醒していく姿が描かれている。その契機
となったのは日本人中学生と朝鮮人中学生との喧
嘩であった。趙教英は彼等の懲戒について課長と
少し言い争っただけで、免職になってしまう。彼
の罷免は、K 中学校（おそらく朝鮮京城府公立中
学校）と徵文高等普通学校の喧嘩の懲戒処分を決
める際、彼が徵文高等普通学校の生徒の側（朝鮮
人側）に立ったために罷免されたのであろうこと
が推測できる 50。
⑦の独立運動者を捕まえるしかできなく、現実
に目をつぶろうとした趙教英は今度朝鮮人側に立
ち行動するようになる。こうした趙の行動は、彼
の民族精神の目覚めの萌芽とも言える。そして、
これまで考えたこともない新たな道が展開された。
ふと彼は、彼の知っている裏通りのある 2 階
の一室のことを思い浮かべた。（略）みんなが
前途の希望に燃え立っているのだ。やがて彼等
の間からひそひそした相談が洩れる。「京城—
上海—東京」「……」……。（341 頁）
具体的に示されていないが、趙教英は独立運動
に目を向け始めることが分かる。彼は「果たされ
ない義務」を果たそうとしている。免職によって、
彼は圧迫感から解脱し、現実に目覚めていく姿が
見られる。
以上、被植民者としての朝鮮人も分析してきた。
上述からわかるように、中島敦は「巡査のいる風
景」を通して、朝鮮人の様々な屈折し、矛盾する
といった複雑な感情を描いた。しかし、その被植
民者の感情は支配側である日本人にわかるはずが
ない。そこでは和解し得ない民族的な矛盾が顕在
しているからである。
このように、中島敦が 5 年半の体験を通して、
植民地社会にいる人間（被支配者側だけではなく、
支配者側でもある）は当時のメデイアが規範して
いる、離日前の中島敦が理解していた「支配と被
支配」、「善と悪」、「強と弱」などといった単純な
対立を超えて、遥かに複雑なものであることを発
見したと窺える。日本人であれ、朝鮮人であれ、
彼らは強い民族的な矛盾を内在化し、精神的にお
いて屈折していることを中島敦は「巡査のいる風
景」を通して表しているのである。中島敦はその
複雑性を認識することで、人間への興味を深めて
いくのである。
おわりに
本稿では、趙教英や金東蓮の人物分析にとどま
らず、彼らに相対化された人間にも個別に考察す
ることによって、この作品から中島敦の植民地の
現実、社会問題への眼差しのみではなく、彼の植
民地という特殊な空間に生きる様々な人間（被支
配者側の朝鮮人、支配者側の日本人）に目を向け
たことが読み取れた。また、それは抽象的な認識
ではなく、植民地という具体的な状況の中に生き
る人間存在を問うという、中島敦の鋭い観察の目
による客観的な人間認識である。その結果、これ
らの人間は「支配と被支配」という枠に囚われず、
複雑な感情を孕んでおり、精神的な面において常
に民族的矛盾を内在し、屈折しているという人間
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認識を明らかにした。
すでに見てきたように、当時一般化されていた
「旅行案内」、また朝鮮を旅行した知識人や文学者
が書き残した旅行記の中には、日本の植民地統治
を正当化するもの、朝鮮の中に日本を発見するも
の、また朝鮮の古いもの、朝鮮人を軽視するもの、
いわゆる「優れた日本」に対する「遅れた朝鮮」
という見方が数多く見られている。
しかし、中島敦はこのような文壇の雰囲気、ま
た従来の朝鮮表象とは全く違うものを書き上げ
た。しかもこれはまだ 20 歳という若さで描き出
した作品であることを考えれば、その同時代への
意義をどれ程強調しても強調しすぎない。それは
まさに当時の文壇への一種の批判と見ても過言で
はないだろう。
もちろん中島敦も時代の状況から決して自由
ではなかった。「巡査のいる風景」が「毒消し 51」
であった牧歌的な短編「蕨・竹・老人」（1929）
と抱き合わせて発表されたことから、『校友会雑
誌』という同人誌においても、中島敦は十分の配
慮をしていたことが窺える。また、後年中島敦は
同じく植民地支配を扱った「虎狩」（1934）を『中
央公論』の新人募集の懸賞小説として応募したが、
選外佳作と選ばれるだけで、誌面に発表されるこ
とはなかった。その背後には当時朝鮮関係ものの
掲載禁止や厳しい検閲とは無関係ではないことが
推測できる。
ただこのような時代状況の最中においても、彼
は同時代の日本人と一線を画し、鋭い眼差しを
持って、現実の朝鮮を見、そしてそこに生きる人
間存在の根源に目を向けることができた背景に
は、実際に 5 年半の植民地朝鮮での体験が据えら
れている事実を、私たちは見逃してはならないの
である。
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中島敦の朝鮮認識
150 陳　　　佳　敏
中岛敦的朝鲜认识
  ―以《有巡查的风景》（1929）为线索―
The View of Korea: Focus on “Junnsa no iru fuukei” 
by Najima Atsushi
陈佳敏
（CHEN Jiamin）
概要
中岛敦在 1920 年至 1926 年期间居住在当时日本统治下的朝鲜京城。《有巡查的风景》这篇作品正是取材
于朝鲜时期的生活。由于这篇文章属于习作，并且是发表在高中《校友会杂志》上面，所以几乎不被同一
时期的日文文坛所注目。该作品发表于 1920 年代，当时出版了不少关于殖民地朝鲜的旅游手册，游记以及
文学作品，它们描绘的几乎都是一个“弱国朝鲜”的形象。但是中岛敦的这篇文章却和这些完全不同。
本稿在通过分析当时日本文坛对朝鲜的一般见解的同时，考察先行研究中未被提及的，也就是《有巡查
的风景》中所描绘出来的各式各样的人（这其中不仅包括被殖民者的朝鲜人，还有作为殖民者的日本人），
从而来试着解读中岛敦通过朝鲜体验所获得的对朝鲜独特的认识。
   
（2015 年 11 月 2 日受理）
